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序 文

平成 18年 1月 に旧北諸県郡の山之口町、高城町、山田町、高崎町が旧都城市と合併

して、新都城市が誕生しました。

国の重要無形民俗文化財である山之口麓文弥節人形浄瑠璃や宮崎県指定無形民俗文

化財である山之口弥五郎どん祭りが保存・伝承されている旧山之口町におきましては、

古くより数多くの遺跡が所在することが知られ、いくつかの遺跡が発掘調査されたこと

もありましたが、これまで、町域全体にわたる正式な遺跡詳細分布調査が実施されたこ

とはありませんでした。

そこで今回、都城市教育委員会では市町村合併を機に、国・県の補助を受けて山之口

地区内の悉皆調査を実施し、その成果を遺跡詳細分布調査報告書として刊行することに

しました。

今回の調査の結果、133箇所の埋蔵文化財包蔵地を確認することができましたが、

埋蔵文化財はその性格上、地表観察による遺跡の把握には限界がありますので、今後も

追加・訂正を期さなければなりません。

最後になりましたが、現地踏査及び報告書の作成に際しましては、数多くの山之口区

民の皆様や、関係機関の方々から多くの情報の提供と多大なる御協力を得ることができ

ました。区民の皆様をはじめ関係機関に対し、心から感謝申し上げます。また、今後と

も文化財保護行政の充実に御理解御協力いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。

教育長 玉利 譲都城市教育委員会

平成 21年 3月



例 言

1。 本書は、都城市教育委員会が平成 20年度に、国・県の補助を受けて作成 した都城市山之口地区遺
跡詳細分布調査報告書です。

2.本書だ添付 した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 2万 5千分の 1巳土基本図を複製
したものです。 (承認番号 平 20九複、第 99号 )
3.一覧で掲載された遺跡は、すべて文化財保護法による「周知の埋蔵文化財包蔵地」になります。
4。 「周知の埋蔵文化財包蔵地」において、土木工事等を実施しようとする場合には、文化財保護法によ

り、発掘 (工事)に着手しようとする前までに諸手続きが必要となります。詳細については、11に示
した都城市教育委員会文化財課の連絡先まで御照会ください。

5.埋蔵文化財は地下に埋もれている性格上、地表面観察による範囲確認には限界があるので、今回示
した範囲外にも存在する可能性があります。今後、補正・追加・削除等が行われる場合があります。
6.遺跡名の基本となる小字と読みは『都城地方法務局高城登記所の字の一覧表』 (平成 13年 1月 31
日)に よりました。
7。 遺跡番号には山之口地区の略記号である「YK」 を冠して整理しました。
8。 遺跡立地の地形区分は、基本的に宮崎県土地分類基本調査によりましたが、一部、氾濫原 (沖積低
地)と して一括された地形面については、その中の微高地を沖積段丘として取り扱いました。
9。 本書の執筆は都城市文化財課栞畑光博と中村友昭が共同して行い、編集は栞畑が行いました。
10。 今回の踏査による採集遺物 (個人蔵以外)や記録類は都城市教育委員会で保管しでいます。
11.本書及び埋蔵文化、財に関するお問い合わせは、都城市教育委員会文化財課 (〒 885-0034宮崎県都
城市菖蒲原町 19-1 都城市役所菖蒲原別館 電話 0986-23-9547)へお願いします。
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第■‐章1調査対象地の地形と地質|■■■|‐■■|||‐■■||‐‐■|‐
・
■|‐||■ |■‐■|‐■|‐ |

都城市山之口地区 (現在の都城市山之口町、旧北諸県郡山之口町)は宮崎県の西南部、都城盆地の北

東部に位置 し、東は宮崎市田野町、南は北諸県郡三股町、西から北は都城市高城町、北は宮崎市高岡町

と接 している。地区のほぼ中央を斜めに横切るようにく JR日 豊本線が走行 し、その南方を国道 269号

線が走 り、それと並行するように九州縦貫自動車道宮崎線が通つている。東西約 9km、 南北約 17kmの

細長い範囲で、総面積は約 97.5kピ 、地区の約 80%は 国有林を中心とする林野となっている。

都城盆地は、東半部に東岳・柳岳を主峰とする山地、西には瓶台山一白鹿岳の山地と北西に高千穂峰

をはじめとする霧島火山群があり、東 と西を山地に囲まれた広大な地溝状の凹地を呈している。本地域

の地形は東縁山地と盆地底の大きく2つ に区分される。東縁山地は起伏量・谷密度・傾斜度から、東岳

―柳岳山地 (鰐塚山・小松山一東岳―柳岳―牛峠)と 青井岳一大谷山地に区分されるが、後者の起伏量

は小さく、西縁は山麓地状を呈して、盆地底に孤立丘陵を点在させてお り、山之口地区にはそのような

孤立丘陵を数多く見ることができる。ちなみに、山地を作る固結堆積物である四万十累層群は、下位の

黒色頁岩優勢な地層である山之口層群 と上位の砂岩優勢な地層である中郷層群に大別できる。東縁山地

から流れ出る河川は、青井岳渓谷を経由して宮崎市田野町との境界付近を北流する境川、下流は有水川

となる永野川、地区の中南部を流れる東岳川・花木川・富吉川・樋 口川などがある。後者の河川は山地

を刻む谷沿いに河岸段丘を残すと同時に山地の出口から西及び北西に向かつて、現在は開析されている

広大な扇状地 (開析扇状地)を形成 している。

テフラについては、平成 19年度に試掘調査 し、平成 20年度に本調査を実施 した萩ヶ久保第 1遺跡

(YK34)において、上位から桜島文明軽石 (15世紀後半 )、 霧島御池軽石 (14c年代 :約 4200年前 )、
鬼界アカホヤ火山灰 (14c年代 ::約 6300年前 )、 桜島 11テ フラ (14c年代 :約 7500年前 )、 桜島薩摩テ

フラ (14c年代 :約 11000年前)を確認 している。新開遺跡 (YK22)や二本杉遺跡 (YK39)で は、切
り通 し断面に霧島御池軽石 と鬼界アカホヤ火山灰が確認でき、後者では、鬼界アカホヤ火山灰の下位に

桜島 11テ フラの軽石濃集層が認められ、その下位から縄文時代早期後葉の土器片が露出している。こ

れらのテフラは都城盆地の他の地域と同様、発掘調査の際の鍵層として有効である。今後は、シラス (入

戸火砕流)の堆積を免れた山地帯において、より古いテフラ群の検出が期待 される。

第,章■調1査1休希rと芳1法|■|||■■■||||■ |■■■■■■|■|‐■|■■|■|■ ||‐■.|||

第 1節 調査体制
調査体制は下記のとお りである。

調査主体 都城市教育委員会
調査総括 都城市教育委員会 教育長
調査事務局  同      文化財課長

調査担当   同

庶務

踏査 0整理作業員

玉利 譲
和田芳律

文化財課副課長 常盤公生
文化財課主幹  矢部喜多夫
文化財課副主幹 来畑光博
文化財課主事  ,栗 山葉子            、

文化財課嘱託  下田代清海 中村友昭
文化財課嘱託  斎藤麗子

大盛祐子 、外山亜紀子 中川みな子 奥登根子 新屋美佳 水元美紀子
水光弘子 尾曲真紀 児玉信子 吉留優子

調査協力者 山下博明 (南九州文化研究会会長) 山下ひとみ



第 2節 調査方法
現地踏査を始める前に、山之口総合支所の教育課より、山之口町内在住の山下博明氏 (南九州文化研

究会会長)が町内における遺跡の分布状況をある程度把握しているという情報を得ていたので、踏査開
始直後に同氏を訪ねて情報収集をはかった。:氏は御夫妻で昭和 50年代から町内の数箇所の遺跡を随時
踏査されており、その際に採集した多量の遺物を青井岳の無頭子にある倉庫に保管されていた。今回の

調査では、その遺物についても、採集地点ごとに整連して、注記することとした。また、山之口地区公

民館 2階の民俗資料室に展示されていた町内出土遺物もこの機会に整理 して、出土地点の再確認を行っ

て、遺跡詳細分布図に反映させることとした。

今回の現地踏査による遺物の採集に際しては、旧山之口町内を富吉、花木、山之回の 3つ の大字で区

切 り、さらに大字山之口については、麓、永野、青井岳の 3つの地域に細分 して、遺物採集地点を地域
ごとに整理番号を付 して登録 していった。調査時は、旧山之口町が作成 した管内図 (地形図)コ ピーと
山之口町商工会が発行 した住宅地図を持ち歩いて、調査員 と作業員数名で田畑を中心に遺物の採集を行

い、採集 した地点を地図に記入 していった。山林については、一部の林道の切 り通 しにおいて、地層断

面観察を実施 したが、全域を網羅することは不可能であった。採集 した遺物は整理番号と採集 日を記入

した荷札とともにビニール袋に入れて持ち帰 り、洗浄・選別・注記 0台帳記載を行った。また、それと

並行 して、山之口地区公民館 (旧 山之口町中央公民館)が保管していた管内出土品と地区住民の所蔵遺
物を調査 して出土地点の洗い出しを行い、これらを総合 して遺跡調査カー ドに反映させることとした。

なお、踏査着手前の平成 20年 4月 25日 には、山之口地区自治公民館長会において今回の調査に関す
る説明を行い、回覧板でチラシを各戸に配布 したり(地区内の小中学校に情報提供を依頼 した りして、
調査に対する理解 と協力を呼びかけるとともに、情報収集にも努めた。踏査時においては、できるだけ

住民の方々に声をかけ、調査への理解を求めるとともに、聞き取 り調査も行い、周辺の以前の地形状況

や過去に出土品があったかどうかなどを確認 した。

第3‐1章1調
‐
査概
‐
要

埋蔵文化財包蔵地区域である遺跡の範囲については、基本的に今回の踏査による遺物採集地点とこれ

までに遺物が採集されていた地点を手がかりとして、城館跡 0寺睛跡等の地元伝承のある場所も加味し

ながら検討を進め、米軍による昭和 20年代撮影の空中写真 と宮崎県による『土地分類基本調査』の地
形分類図によって一帯の地形環境等を考慮 して推定した。なお、当然ながら、文化庁や宮崎県教育委員

会が刊行 した既存の報告書等に明記された遺跡についても参考にした。

今回の調査により、旧高城町との境界に所在 し、山之口地区側へ範囲が拡大して遺跡範囲の変更を要

する必要のある既知の 5箇所の遺跡 (高城町 1019:土角遺跡 0同町 1021:大原第 2遺跡・同町 2007:

横松遺跡・同町 2009:佐土原大道遺跡・同町 2010:二本松遺跡)を除くと、あらためて、128箇所の
遺跡を確認することができた (総数 133遺跡 )。 当然ながら時代の複合する遺跡が大半を占めるが、時
代を縄文時代、弥生時代、古墳時代、古代 (奈良・平安時代 )、 中世、近世とい う具合に大別 して、採集

した遺物の時期が判別できた遺跡の数を大字ごとに累計すると、下記の内訳のとお りとなった。

地区・大字 縄文時代 弥生時代 古墳時代 古代 (奈良・平安) 中世 近 世

富吉 (51遺跡 ) 21 29 8 24 32 44

花木 (30遺跡 ) 11 12 11 17

山之 口 (52遺跡 ) 21 10 15 24 40

合計 (133遺跡 ) 53 51 10 50 73 99

この数字を一瞥すると、近世の遺物が採集された遺跡が圧倒的多数を占め、反対に古墳時代の遺跡が

極端に少ないことがわかる。また、縄文時代、弥生時代、古代の遺跡がほぼ同数で、中世の遺跡がそれ



らよりやや多い。今回の調査が表面採集だけによるので、この結果が実態を示 しているものでないこと

は言 うまでもないが、地区別の時代の比率をみると、大字富吉における弥生・古墳
0古代・中世の各時

代遺跡の害J合が高いことは注目されるト

縄文時代の遺跡は、山下博明氏によちそ、県指定山之口村古墳 6～ 10号墳 (り |1内古墳 とも呼ばれてい

る)の あつたとされる脇之田第 2遺跡 (YK66)や山之口城跡 (YKl10)に おいて、まとまつた遺物が

採集 されていた (図 3)。 前者では曽畑式土器を中心とする縄文時代前期の良好な資料が、後者では縄文

時代早期 と後期の土器群が認められる。者「城盆地においては一般的に縄文時代早期の遺物はより上位に

堆積するテフラによつて厚く覆われているために、現地表面に露出している可能性は低い。 しかしなが

ら、新開遺跡 (YK22)や 二本杉遺跡 (YK39)の ように、切 り通しの土層断面において、鬼界アカホヤ

火山灰下位から土器片を採集することができた遺跡があるほか、平成 19年度の試掘調査によつてその

存在が明らかとなった萩ヶ久保第 1遺跡 (YK34)の ように、通常は表面的な踏査が不可能である山地

帯の低丘陵上には縄文時代早期をはじめ前 。中期の遺跡も存在する可能性が高い。今後、舌状台地端部

や丘陵の先端部における開発の際には注意が必要である。今回の踏査で土器型式の同定が可能な事例と

しては、的野遺跡 (YK37)、 中間遺跡 (YK80)、 田原遺跡 (YK83)等で縄文時代後期後半の中岳Ⅱ式

土器のまとまった資料が確認された。特に田原遺跡では多量の土器片を採集できたほか、磨製石斧等の

石器も散布 していた。

弥生時代の遺物としては、既存の採集資料により、峯元第 1遺跡 (YK72)内で出土したとされる磨

製石剣、人幡領遺跡 (YK69)や 才ヶ野遺跡 (YKl13)で は完形の土器が出土している (図 304)。 今

回の踏査では、段丘化 した開析扇状地の縁辺部において遺物の散布が認められた。例えば、中間遺跡

(YK80)で は、弥生時代中期の土器片だけでなく、磨製石鏃等の石器の素材 となる剥片が多数散布 し

ていた。また、山頂に熊野神社の所在する木上遺跡 (YK14)では弥生時代の土器片が採集 され、神社

登 り口の切 り通 しにおいて、遺構 と思われる落ち込みを確認 している。

山之口地区では、昭和 11年 7月 17日 に『 山之口村古墳』として 9基の円墳 と 1基の地下式横穴墓が

宮崎県の指定文化財に登録されている。このうち、 7基の円墳は国鉄 日豊線開通工事や農業関連事業等

により消滅 し、昭和 59年 7月 20日 に指定文化財から解除されている。現存するのは、大字富吉字後田

に所在する山之口村古墳 1号墳・ 2号墳である (図 102)。 1号墳は、直径 7。 2mで (高 さ 1。 Omをは

かる。墳頂平坦面はなく、小山状を呈する円形の墳丘である。最頂部の標高は約 171。 Omで ある。 2号

墳は、 1号墳の北東約 2。 2mに隣接 している。直径 5。 2mで、高さ 0.75mを はかる。 1号墳と同じく小

山状を呈する円形の墳丘である。最頂部の標高は約 170。 5mをはかる。山之口村古墳 1号墳 。2号墳以

外の古墳の分布をみると、消滅ルた 3号墳が富吉地区にあるほかは、花木地区に集中している (5～ 10

号墳 )。 このうち 5号墳は、図4-38039の 土師器杯身・須恵器杯蓋 (陶邑Ⅱ型式第 4段階)出土地点

(地下式横穴墓か)に近接 しており、両者の関係性を想定できる。また、花木地区では、山之口小学校

(Y K71:王子山遺跡)お よび、町総合運動公園において地下式横穴墓が数基検出され、鉄刀子や勾玉

が出土したといわれる (山之口町史編さん委員会 2005)。 この他に周辺住民から、富吉地区にかつて存

在した多数の塚の伝承を各所で聞き取ることができた。なお、古墳時代の採集遺物は、富吉川流域とそ

の支流である樋口川流域を中心とした山之口地区南部に集中するもののその数は極端に少ない。

古代 (奈良 0平安時代)においては、当地区内に日向国.府 と大隅国府とを結ぶ官道が通り、そのルー

ト沿いに水俣駅が置かれていたのではないかと推定されている。今回の踏査では、大字富吉に所在し、

従来から平安時代め官衛跡を含む拠点的な遺跡ではないかと言われている、通称 「新町原」の後田遺跡

(YK40)一帯において、平安時代の土師器や須恵器が多数散布していた。山下博明氏の採集資料の中

には緑釉陶器の破片も含まれており、この遺跡一帯が古代において特別な場所であつたことがうかがえ

る。このことは中世において都城島津氏が重視した的野正八幡宮が隣接していることと無関係ではない

と考えられる。参考までに奈良・平安時代の布痕土器 (固形塩生産用の焼塩土器)の採集状況をみると、
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羅選昆
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□
図1 山之口村古墳1～ 4号墳位置図

富吉 6遺跡 (YK300 370 40 0

42 0 43 0 47)、  才どラ
～
 5選豊昆亦

(YK510 520 560 640 69)、  山
之口6遺助マ(YK83 0 890 93 0

95。 960117)である。また、
東岳川上流の山間部において、

古代の遺物が採集できる遺跡

があ り (YKl14:小 椎 ヶ野遺
跡 e YKl17:上 長野第 1遺跡な

ど)、 青井岳の境川右岸の天神

図2 県指定山之口村古墳1・ 2号墳墳丘測量図

河内第 1遺跡 (宮崎市田野町 )

と同様に、古代の交通ルー ト上

の要所に何 らかの施設や集落

が営まれていたと考えられる。

中世の資料はハ山下博明氏に

より、山之口城跡 (YKl10)に
おいて多量の貿易陶磁器や国産

陶器等が採集 されていた。また、

旧山之口町教育委員会による三

俣 (松尾)城跡 (YK53)の 発掘
調査 (未報告)と 宮崎県埋蔵文化財センターによる三俣 (松尾)城北東曲輪跡 (YK54)の発掘調査が
実施され、中世城郭内の遺構や遺物が検出されている。三俣 (松尾)城跡の西側眼下には、肝付兼重に
由来する兼重神社があり、その境内には「腹切 りどん」と呼ばれている五輪塔があるが、今回の調査で
は、上記の大字花木一帯よりも、大字富吉の的野神社周辺において、貿易陶磁器が散布 している地点が
目立ち、先述 した古代の遺物分布状況 とオーバーラップしている。

近世には、山之口が鹿児島藩本藩の直轄領となり、地頭仮屋が置かれ、その周辺に麓集落が形成され
たとされる。今回の調査によって、現在も住宅地である麓一帯には近世の遺物が各所に散布していた
(YK90:山 之口麓遺跡)。 また中世以降、青井岳天神嶺を地域境 (東を山東、西を山西)と する地域区
分概念があり、近世にも同所が鹿児島藩と飲肥藩という2つの藩の境界に位置づけられたという関係も
あり、大字山之口には境目に置かれた番所跡が各所に存在している (Y K109:一之渡遺跡など)。

ノ
７
／
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表 都城市山之口地区埋蔵文化財包蔵地 地名表 (1)

番 号 遺跡名 所在地 種別 立 地 時代 文献 備考

YKl ジョ
ンタン

城谷
山之口町大字富吉字城谷 城館跡

シラス台地斜
面

中世
13,15,39

40
三股町N37城 内遺跡
(梶山城跡)と接続

YK2 エσ

訓

トミヨシムラ
制 山之口町大字富吉字村前 散布地 河岸段丘面 近 世

YK3 カミ
ベップ

上別府
山之口町大字富吉字上別
府、楠本田、寺田

散布地 河岸段丘面
弥生、古墳、古
代、中世、近世

YK4 トミ
ヨシカタヒラ

富吉片平
山之口町大字富吉字片
平、片平下

散布地 ヽ
河岸段丘面、成

層シラス台地と同

時期の削剥面

縄文、古代、中
世、近世

YK5 イ
ンノ

犬王
山之口町大字富吉字犬
王、柿本田

散布地
河岸段丘面、成

層シラス台地と同

時期の削剥面
弥生、中世、近世

YK6 ナカシ
マバル

中島原
山之口町大字富吉字中島
原、犬王

散布地 河岸段丘面 縄文、近世

YK7 アイ
ハラダイイチ

相原第 1
山之口町大字富吉字相
原、中島原

散布地
河岸段丘面、成

層シラス台地と同

時期の削剥面
弥生、近世

三股町N34方境遺跡
と接続

YK8 タシ
マバル

田島原
山之口町大字富吉字田島
原、中島下

散布地
河岸段丘面、成
層シラス台地と同
時期の削剥面

近世

YK9 アイ
ハラダイニ
相原第 2 山之口町大字富吉字相原 散布地 河岸段丘面 古墳、近世

YK10 ナカシ
マシタ

中島下
山之口町大字富吉字中島
下、田島原、カラ神

散布地 河岸段丘面 弥生、中世、近世

YKllタシマ鴎
山之口町大字富吉字田島
原、本上原、相原

散布地
河岸段丘面、成

層シラス台地と同

時期の削剥面
弥生、古代、近世

三股町N21木ノ上遺
跡と接続

YK12 キウ
エバルダイイチ
木上原第 1

山之口町大字富吉字木上
原、本上

散布地
河岸段丘面、成
層シラス台地と同
時期の削剥面

近世

YK13 キウ
エバルダイニ
木上原第2

山之口町大字富吉字木上

原、前川
散布地 河岸段丘面 中世、近世

YK14 キウ
エ
木上 山之口町大字富吉字木上 散布地 丘陵地Ⅱ

弥生、古代、中
世、近世

頂上に熊野神社あり

YK15 カミ
ハツダ
上原 田

山之口町大字富吉字上原
田、本上、前原田

散布地
河岸段丘面、開

析扇状地面
弥生、中世、近世

YK16 ナカ
ハツダ
中原 田

山之口町大字富吉字中原
田、上原田

散布地 開析扇状地面 弥生、中世、近世

YK17 ナリ
エダ
成枝 山之口町大字富吉字成枝 散布地

河岸段丘面、
沖積段丘面

古代

YK18 海
一九
ク
山石

山之口町大字富吉字岩
元、別府平   ° 散布地 河岸段丘面 近 世

YK19
バンデン
番田

山之口町大字富吉字番
田、岩元、牛ヶ丸

散布地 河岸段丘面
弥生、古墳、中
世、近世

YK20 サンヤバルダイイチ
山野原第 1

山之口町大字富吉字山野
原、番田

散布地 河岸段丘面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK21 サンヤ
バルダイニ

山野原第 2
山之口町大字富吉字山野
原

散布地
シラス台地面、河
岸段丘面

縄文、弥生、古
代、近世

東方に瑞應寺跡の伝
承地あり

YK22鮒
・

山之口町大字富吉字新開 集落跡 シラス台地面 縄文

YK23
1二濤鋼寡担系
アト 山之口町大字富吉字箱

島、寺ヶ迫
城館跡

丘陵地Ⅱ、シラ
ス台地面

中世

YK24 テラガサ
コ

寺ヶ迫
山之口町大字富吉字寺ヶ
迫

散布地 河岸段丘面 古代、近世

YK25
ダ

田】論
山之口町大字富吉字高
田、久保田、番田、星川

散布地 河岸段丘面 縄文、古墳、近世

YK26 クボタ
久保田

山之口町大字富吉字久保
田

散布地 沖積段丘面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK27 イ
マンビュウ
今別府

山之口町大字富吉字今別
府、樋 口

散布地 沖積段丘面
縄文、弥生、古
代、中世、折世

YK28
ヨキトキ

斧幅 山之口町大字富吉字斧嘱 散布地 河岸段丘面 縄文、弥生、近世

YK29
ハコジマ

箱島

山之口町大字富吉字箱
島、城園、下王子原、上王
壬原

散布地 河岸段丘面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK30 シロンソン
城園

山之口町大字富吉字城
雖 王子原

散布地 河岸段丘面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK31 トミ
ヨシマエハタダイイチ
富吉前畑第 1

山之口町大字富吉字前畑
城館跡、散布
地

河岸段丘面、
丘陵地Ⅱ

弥生、古墳、古
代、中世、近世

尼ヶ城跡あり



表 都城市山之口地区埋蔵文化財包蔵地 地名表 (2)

番 号 遺跡名 所在地 種別 立地 時代 文献 備考

YK32 肇詢躙′
ニ 山之口町大字富吉字前

畑、城園、西畑
散布地 河岸段丘面

弥生、古墳、古
代、中世、近世

YK33 カミオウジバル
上王子原

山之口町大字富吉字上王

子原
散布地 河岸段丘面 近世

YK34
ハギガクボダイイチ
萩ヶ久保第 1

山之口町大字富吉字萩ヶ
久保

集落跡
小起伏山地内
の低丘陵

縄文、中世
平成20年度緊急発掘
調査により消滅

YK35
ハギガクボダイニ
萩ヶ久保第 2

山之口町大字富吉字萩ヶ
久保

散布地 河岸段丘面 近世

YK36
ハギガクボダイサン
萩ヶ久保第 3

山之口町大字富吉字萩ヶ
久保、的野

散布地 河岸段丘面
弥生、古墳、古
代、中世、近世

YK37
マトノ

的野
山之口町大字富吉字的
野、後田

社寺跡、散布
地

河岸段丘面、
小起伏山地

縄文、弥生、古
代、中世、近世

11,12,1
『全国遺跡地図』の的野遺

跡、的野正八1幡宮、別当弥勒
寺跡     ´

YK38 ″
田

トミヨシヤマ
制

山之口町大字富吉字山
田、的野

散布地
丘陵地Ⅱ、河
岸段丘面

縄文、古代、中世

YK39
ニホンスギ
ニ本杉

山之口町大字富吉字二本
杉、山田

散布地
丘陵地Ⅱ、河
岸段丘面

縄文、弥生、近世

YK40 ウシロダ
後 田

山之口町大字富吉字後
田、二本杉

古墳、散布地

丘陵地Ⅱ、河岸
段丘面、成層シラ
ス台地と同時期
の削剥面

縄文、弥生、古
墳、古代、中世、
近世

県指定山之口村古墳1～4号

墳 (うち304号墳は現存せず )
あり。一帯が「新町原」と呼ば

れている。

YK41 スンダ
角田

山之口町大字富吉字角
田、三本杉、並松

散布地
河岸段丘面、成
層シラス台地と同
時期の削剥面

弥生、中世、近世

YK42
ニシハタ
西畑

山之口町大字富吉字西
畑、後田

散布地
河岸段丘面、
沖積段丘面

縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK43 トミ
ヨシヒラ

富吉平
山之口町大字富吉字平、
黒土田

散布地
河岸段丘面、
沖積段丘面

縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK44 シン
マチ

新町

山之口町大字富吉字新
町、一星、平、前牟田、黒
十田

散布地
河岸段丘面、開
析扇状地面

縄文、中世、近世

YK45 フルジョウ
古城

山之口町大字富吉字古
城、並松

城館跡、散布
地

河岸段丘面、成

層シラス台地と同
時期の削剥面

縄文、中世、近世 11,39,40

『全国遺跡地図』の下
富吉遺跡6鶉ヶ城跡
あり

YK46

トミヨシマェダ詢
山之口町大字富吉字前田 散布地

開析扇状地面、
沖積段丘面

弥生、古代、中
世、近世

YK47
エノキ

榎木
山之口町大字富吉字榎
木、上森川原、城下

散布地 開析扇状地面
弥生、古代、中
世、近世

YK48”観
山之口町大字富吉字笹
原、向原

散布地 開析扇状地面 近世

YK49 イボ
コリダイイチ
飯起第 1

山之口町大字富吉字飯
起、大字花木字飯起

散布地 開析扇状地面 古代、中世、近世

YK50
原 園

山之口町大字富吉字角
田、大字花木字原園

散布地 河岸段丘面 古代、中世、近世
『全国遺跡地図』の平
I遺跡

YK51 カドタ
門田 山之口町大字花木字門田

社寺跡、散布
地

河岸段丘面 弥生、古代、近世 蓮性寺跡あり

YK52 フツノウ
エ

渕ノ上
山之口町大字花木字茨Jノ
上、門田、百地

散布地 河岸段丘面
弥生、古代、中
世、近世

『全国遺跡地図』の平
Ⅱ遺跡

YK53 ミマタ(マツオ)ジョウシュカクブアト
三俣 (松尾 )城主郭部跡

山之口町大字花木字門
田、油田、山ノ田

城館跡 小起伏山地 中世
7,11,15,39

,40

「松尾城」とも呼ばれる。『全
国遺跡地図』の松尾城跡

YK54 梁て高   輸 山之口町大字花木字山ノ

田、百地
城館跡 小起伏山地 縄文、中世

YK55 ハナノキヤマノタ
花木山ノ田

山之 口町大字花木宇山ノ

田
散布地 河岸段丘面 縄文、中世、近世

YK56 ヒ
エダ
稗 田

山之口町大字花木字稗
田、諏訪前、園田

散布地 河岸段丘面
縄文、古代、中
世、近世

YK57
諏訪前

山之 口町大字花木字諏訪

日IJ
散布地 河岸段丘面 近 世

YK58 ナガドメ
永留 、

山之口町大字花木字永
留、柱松

散布地 河岸段丘面 弥生、中世

YK59 クブキガジョウアト
俵ヶ城跡 山之口町大字花木字又水 城館跡 小起伏山地 中世

YK60 ”晒
力

月 山之口町大字花木字川西 散布地 .

河岸段丘面、
沖積段丘面

近世

YK61 ボガノ
房野

山之口町大字花木字房
野、荒平

散布地 河岸段丘面 古代、中世、近世

YK62 スズメガジョウアト
雀ヶ城跡

山之口町大字花木字祢
津ヶ谷

城館跡 中起伏山地 中世 「城ヶ平」と呼ばれる。

YK63 ハナノキムラマ
エ

花木村前 山之口町大字花木字村前 散布地 河岸段丘面 縄文

YK64 カメダ
亀田

山之口町大字花木字亀
田、寺田

散布地 河岸段丘面 古代、近世



表 都城市山之自地区埋蔵文化財包蔵地 地名表 (3)

番号 遺跡名 所在地 種別 立 地 時代 文献 備考

YK65 ″ 笛
山之 口町大字花木字脇之

田
散布地 河岸段丘面 弥 生

YK66
ワキノタダイニ

脇之田第 2
山之口町大字花木字脇之
田

散布地
:

河岸段丘面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

県指定山之口村古墳6～ 10

号墳 (すべて現存せず)「川

内古墳」とも呼ばれる。縄文

土器多量出土。

YK67 フカ
ツボ
深坪

山之口町大字花木字深
坪、野間口

散布地 河岸段丘面 弥生、中世

YK68 ノ
マグチ
野間口

山之口町大字花木字野間
口

散布地 河岸段丘面 弥 生

YK69
ハチマンリョウ
人幡領

山之口町大字花木字人幡
領、大迫

散布地
河岸段丘面、
沖積段丘面

縄文、弥生、古
代、中世、近世

完形の弥生土器 (高
杯)出土

YK70 イボ
コリダイニ
飯起第2

山之口町大字花木字飯
起、横松、馬越

散布地 開析扇状地面 古代、中世、近世

YK71
オウジヤマ
王子山

山之口町大字花木字王子
山、向原、佐土原

城館跡、散布
地

シラス台地面、成
層シラス台地と同
時期の削剥面

古墳、中世、近世 18.39.4

王子城跡あり。街区公民館裏

山から須恵器・土師器出土

(地下式横穴墓か)。 県指定

山之口村古墳5号墳 (現存せ

ず )。

YK72 ミネ
モトダイイチ
峯元第 1

山之口町大字花木字峯
元、佐土原

散布地 河岸段丘面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

磨製石剣出土

YK73
ゼンガメダイイチ
銭亀第 1 山之口町大字花木字銭亀 散布地 開析扇状地面 縄文

平成18年度試掘調査
により発見

YK74 ゼンガメダイ
ニ

銭亀第 2
山之口町大字花木字銭
亀、脇別府

散布地 開析扇状地面 縄文
平成18年度試掘調査
により発見

YK75 ワキ
ベップ

脇別府
山之口町大字花木字脇別
府

散布地 開析扇状地面 弥生

YK76 ミネ
モトダイニ
峯元第 2

山之口町大字花木字峯
元、池平

散布地 河岸段丘面 縄文、弥生

YK77
ハナノキイケンビラ

花木池平 山之口町大字花木字池平 散布地 河岸段丘面 縄文、古代

YK78 ヤ
マノクチムコウバル
山之 口向原

山之口町大字山之口字向
原

散布地 開析扇状地面 中世、近世

YK79 シタンデラ
下平

山之口町大字山之口字下
平

散布地 開析扇状地面 近世

YK80 ナカ
マ

中間

山之口町大字山之口字中
間、向原、境木、浜座、鶴
井ヶ窪

散布地 開析扇状地面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK81 イッポ
ンマツ

ー本松
山之口町大字山之口字一

本松
散布地 開析扇状地面 中世、近世

YK82 ヤマノクチナカオ
山之口中尾

山之口町大字山之口字中
尾

城館跡、散布
地

開析扇状地面 縄文、中世、近世 田原陣跡あり

YK83 タ
バル

田原
山之口町大字山之口字田
原、川南

散布地 開析扇状地面
縄文、古代、中
世、近世

YK84 タケウチ
竹内

山之口町大字山之口字竹
内

散布地 沖積段丘面 近世

YK85 タ
バルノウエ
田原ノ上

山之口町大字山之口字田
原ノ上

城館跡、散布
地

開析扇状地面 中世、近世 3 田原陣跡あり

YK86 シンデン
新田

山之口町大字山之口字新
田

散布地 開析扇状地面 近世

YK87 ″バ
ン
宮

山之口町大字山之口字官
ノ下

散布地 開析扇状地面 近世

YK88 ヤクラ
屋倉

山之口町大字山之口字屋
倉、五本松、茶屋元

散布地 開析扇状地面 弥生、中世、近世

YK89 キ
木″酔

山之口町大字山之口字藤
ノ木

散布地 沖積段丘面 古代、近世

YK90 ヤマノクチフモト
山之口麓 山之口町大字山之口字麓

集落跡、社寺
跡、散布地

シラス台地面、開

析扇状地面
中世、近世

鹿児島藩直轄領麓集
落跡。十輪寺跡あり

YK91 ヤ
マノクチマエダ
山之 口前田

山之口町大字山之口字前
田

散布地 開析扇状地面 近世

YK92 ″裕
外
字

山之口町大字山之口字宇
都谷、田野堂、大字花木字
浦田

城館跡 小起伏山地 中世
豊後陣跡。「陣之丘」
とも呼ばれる。

YK93 サドヤシキダイイチ
佐土屋敷第 1

山之口町大字山之口字佐
土屋敷

社寺跡、散布
地

河岸段丘面
縄文、古代、中
世、近世

福王寺跡あり。磨製
石斧出土。

YK94 ど整纂 2
山之口町大字山之口字佐
土屋敷

城館跡 シラス台地面 中世 「館ヶ野・佐渡屋敷」

YK95 タテノ
立野

山之口町大字山之口字立
野 散布地 河岸段丘面

縄文、古代、中
世、近世

YK96 ヤカタガノ
屋形ヶ野

山之口町大字山之口字屋
形ヶ野 散布地 シラス台地面

縄文、弥生、古
代、中世、近世

YK97 クリノキ
栗ノ木

山之口町大字山之口字栗
ノ木 散布地 河岸段丘面 縄文



表 都城市山之口地区埋蔵文化財包蔵地 地名表 (4)

旧高城町との境界に所在する遺跡

番号 遺跡名 所在地 種別 立地 時代 文献 備考

YK98 ササンノ
笹野

山之口町大字山之口字笹
野

散布地 河岸段丘面 近世

YK99 ミツクリ
箕作

山之口町大字山之口字箕
作

散布地 河岸段丘面 縄文、近世

YK100 ヤマノクチヒガシバル
山之口東原

山之口町大字山之口字東
原

散布地 シラス台地面 近世

YK101 ナガノ
永野

山之口町大字山之口字永
野、東原

散布地 シラス台地面 近世 山ノ神祠あり

YK102 イモダ
芋田

山之 口町大字山之 口字芋

田
散布地 シラス台地面 縄文、弥生

YK103
バヌキ

場貫
山之口町大字山之口字場
貝

散布地 シラス台地面 近 世

YK104 ヤマノクチダイマル
山之 口大丸

山之口町大字山之口字大
丸、芋田、永野

散布地 シラス台地面 縄文、中世、近世 島津寒天工場跡あり

YK105 ヤマノクチナカンノダイイチ
山之口中野第 1

山之口町大字山之口字中
野

散布地 シラス台地面 縄文

YK106 ヤマノクチナカンノダイニ
山之口中野第2

山之口町大字山之口字中
野

散布地 シラス台地面 古代

YK107 フルチ
古大内

山之口町大字山之口字古
大内、古大内前田

散布地 河岸段丘面 中世、近世

YK108 ヤマノクチヨ
コマツ

山之口横松
山之口町大字山之口字横
松

散布地 河岸段丘面
縄文、古代、中
世、近世

YK109 イチノワタシーノ渡
山之口町大字山之口字下

ノ渡
散布地 河岸段丘面 古代、中世、近世

9,17,28

30

一ノ渡番F~4_(山 之口
番所)跡

YKl10 ヤマノクチジョウアト
山之 口城跡

山之口町大字山之口字大
F]

城館跡
シラス台地面、河
岸段丘面

縄文、弥生、古
代、中世、近世

15,23,39

40

「亀鶴三石城」とも呼
ばれる。

YKlll ダイモン
大門

山之口町大字山之口字大
F日

散布地 シラス台地面 弥生、近世
走湯神社、修善寺跡
あり

YKl12然駐
山之口町大字山之口字野
上、城ヶ迫

散布地 河岸段丘面
縄文、古代、中
世、近世

YKl13 セガノ
才ヶ野

山之口町大字山之口字
才ヶ野

散布地 河岸段丘面
縄文、弥生、古
墳、古代、中世、
近世

完形弥生土器、古代
土師器出土

YKl14
コシガノ

小椎ヶ野
山之口町大字山之口字小
椎ヶ野

散布地 河岸段丘面
縄文、古代、中
世、近世

YKl15 ナカヤシキ
中屋敷

山之口町大字山之口字中
屋敷

散布地 河岸段丘面 縄文、近世 弘法大師祠あり

YKl16 だ珈
け
日

山之口町大字山之口字 日
当瀬

散布地 河岸段丘面 近世 日当瀬番所跡

YKl17 カミナガノダイイチ
上長野第 1

山之口町大字山之口字上
長野

散布地 河岸段丘面
縄文、弥生、古
代、中世

YKl18 カミナガノダイニ
上長野第 2

山之口町大字山之口字上
長野

散布地 河岸段丘面 糸電文

YKl19 ンサ

３， 購
バ
上

山之口町大字山之口字上

長野
散布地 河岸段丘面 弥生

YK120 ナル
成ル

山之 口町大字山之 口字成
ル

散布地 河岸段丘面 近 世

YK121”紹
山之口町大字山之口字奈
留

散布地 河岸段丘面 近 世

YK122 ナカカワウチ
中り|1内

山之口町大字山之口字中
川内

散布地 河岸段丘面 近世 中川内番所跡

YK123 山之口町大字山之口字雅
楽野

散布地 河岸段丘面 古代、中世

YK124 ガラクノダイニ
雅楽野第2

山之口町大字山之口字雅
楽野

散布地 シラス台地面 弥生

YK125 汐噸
ガ
者
外
宇

山之口町大字山之口字宇
都頭、鶴間田

散布地 河岸段丘面 縄文、中世

YK126 トビマツ
飛松

山之口町大字山之口字飛
松

散布地・墓 河岸段丘面 近世

YK127 ナガレアイ
流合

山之口町大字山之口字流
散布地 シラス台地面 近世

YK128 ウナメ
宇名 目

山之口町大字山之口字宇
名目

散布地 河岸段丘面 近世 飛松番所跡

番 号 遺跡名 所在地 種別 立地 時代 文献 備考

「」1019
ドカク

土角
山之口町大字富吉字上
森、松崎、上森原

散布地 開析扇状地面
縄文、弥生、古
代、中世、近世

高城町1019土角遺跡
の範囲変更

「」1021
オオハルダイニ
大原第2

山之口町大字富吉字後
原、京陣原

散布地 開析扇状地面 弥生:

高城町1021大原第2
遺跡の範囲変更

T」2007
横松

山之口町大字花木字横
松、後原、向原

散布地 開析扇状地面 中世、近世
高城町2007横松遺跡
の範囲変更

T」2009 サドワラオオミチ
佐土原大道

山之口町大字花木字銭
鋤 別府、後原

散布地 開析扇状地面 弥生
高城町2009佐土原大
道遺跡の範囲変更

T」 2010 =7FY-?Y-af^ 山之口町大字山之口字鶴
井ヶ窪、境木

散布地 開析扇状地面 縄文、近世
高城町2010二本松遺
跡の範囲変更
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写真 1 主な遺跡の現況写真

箱島遺跡 (南東から)

YK95:立野遺跡 (北東から)

勒 鶴

YK40:後田遺跡 (東から)

YK39:二本杉遺跡 (南から) YK66:脇之田第 2遺跡 保鞭山之口村雄6～ 10号墳跡期

YK109:一 ノ渡遺跡 (東から)

YKl17:



写真 2 主な採集遺物の写真

縄文時代早期の土器
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